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本
書
は
森
野
正
弘
氏
の
二
冊
目
の
上
梓
と
な
る
。
前
著
は
博
士
論
文

『
源
氏
物
語
の
表
現
構
造
の
研
究
―
音
楽
関
連
描
写
に
お
け
る
主
題
の
展

開
』（
國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科
・
一
九
九
九
年
）
の
公
刊
で
あ
っ

た
。
こ
れ
も
課
程
博
士
が
実
質
上
の
解
禁
と
な
っ
た
時
代
に
あ
っ
て
、
他

大
学
に
先
駆
け
て
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、
少
部
数
の
学
内
助
成
出
版
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
稀
覯
本
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
本
書
は
、
前
著
所
収

論
文
に
入
念
な
推
敲
が
加
え
ら
れ
て
、
江
湖
の
読
者
に
迎
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
ま
ず
は
喜
び
た
い
。

　

著
者
と
評
者
は
、
今
も
國
學
院
大
學
針
本
正
行
研
究
室
に
て
三
十
年
近

く
継
続
し
て
い
る
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
輪
読
研
究
会
（
発
足
当
初
の
主
宰

は
室
伏
信
助
跡
見
学
園
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
当
時
兼
任
講
師
）
を
通
じ

て
、
公
私
と
も
に
い
ろ
い
ろ
な
御
教
示
を
賜
っ
て
き
た
。
数
年
前
、
著
者

の
勤
務
先
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
長
州
・
毛
利
家
所
蔵
の
漢
籍
目
録
の
複
写

を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
迅
速
に
恵
与
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
が
た

い
記
憶
で
あ
る
。
二
〇
一
三
年
九
月
十
四
日
に
は
、
著
者
の
企
画
に
よ
る

山
口
大
学
時
間
学
研
究
所
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
（
時
間
学
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン

セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
東
京 

「
日
記
と
時
間
」）
に
伺
い
、
本
書
の
理
論
的
支
柱

で
あ
る
「
時
間
学
」
の
展
開
を
日
記
文
学
に
学
ば
せ
て
頂
い
た
の
で
あ
っ

た
。

　

著
者
は
、
膨
大
か
つ
錯
綜
化
す
る
『
伊
勢
物
語
』『
源
氏
物
語
』
研
究

森
野
正
弘
著
『
源
氏
物
語
の
音
楽
と
時
間
』

〔
書
評
〕

上
原
作
和
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史
を
整
理
す
る
能
力
に
お
い
て
、
学
界
屈
指
の
力
量
を
持
つ
。
研
究
史
に

残
る
大
著
に
関
し
て
、
わ
た
く
し
は
、
ま
ず
著
者
の
見
解
を
尋
ね
て
研
究

史
の
位
置
を
測
定
・
確
認
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
大
朝
雄
二

氏
の
大
著
『
源
氏
物
語
正
編
の
研
究
』（
桜
楓
社
・
一
九
七
五
年
）『
源
氏

物
語
続
編
の
研
究
』（
桜
楓
社
・
一
九
九
一
年
）
に
関
す
る
見
解
を
披
瀝

さ
れ
た
と
き
に
は
、
ま
さ
に
蒙
を
啓
か
れ
た
思
い
が
し
た
も
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
最
近
の
研
究
動
向
に
関
し
て
も
敏
感
で
、
わ
た
く
し
が
編
集

委
員
を
務
め
た
号
の
学
界
時
評
「「
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
国
語

国
文
学
界
の
動
向
・〈
中
古
〉
散
文
『
源
氏
文
化
』
研
究
の
伸
張
と
マ
イ

ナ
ー
な
も
の
へ
の
視
線
」（『
文
学
・
語
学
』
第
二
〇
一
号
、
全
国
大
学
国

語
国
文
学
会
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
）
は
、
そ
の
才
能
が
遺
憾
な
く
発
揮

さ
れ
た
典
型
例
で
あ
る
。
わ
た
く
し
も
自
著
の
書
評
を
お
願
い
し
た
し
た

と
こ
ろ
、
勘
所
を
押
さ
え
た
一
文
を
寄
せ
て
下
さ
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た

（
書
評
・
上
原
作
和
著
『
光
源
氏
物
語　

學
藝
史
―
右
書
左
琴
の
思
想
』」

『
日
本
文
学
研
究
』
大
東
文
化
大
学
日
本
文
学
会
、
第
四
六
号
、
二
〇
〇

七
年
二
月
）。

　

さ
て
、
本
書
の
も
く
ろ
み
は
、
著
者
自
身
に
よ
り
「
源
氏
物
語
に
描
か

れ
た
音
楽
や
時
間
に
ま
つ
わ
る
諸
事
象
を
、
実
体
で
は
な
く
あ
く
ま
で
も

こ
と
ば
と
し
て
見
据
え
、
多
義
的
な
言
語
観
を
も
っ
て
読
解
す
る
」
こ
と

だ
と
、「
序
」
で
明
示
し
て
い
る
。
綿
密
、
か
つ
周
到
に
計
算
さ
れ
た
書

で
あ
る
。
著
者
の
方
法
の
起
点
に
あ
る
の
は
、
学
部
生
時
代
、
三
根
谷
徹

教
授
担
当
の
「
言
語
学
概
論
」
に
遡
り
、
こ
こ
で
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
構
造
言

語
学
理
論
と
そ
の
分
析
方
法
を
会
得
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
言
う
。「
実

体
論
か
ら
関
係
論
へ
、
そ
し
て
、
こ
と
ば
の
意
味
と
が
一
対
一
で
対
応
し

て
い
る
一
義
的
な
言
語
観
か
ら
、
果
て
し
な
く
意
味
が
生
成
す
る
多
義
的

な
言
語
観
へ
と
い
う
転
回
」
と
言
う
認
識
を
前
提
と
し
て
『
源
氏
物
語
』

を
読
ん
で
ゆ
く
こ
と
が
宣
言
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
時
間
論
の
「
昔
／
古
」
の
語
義
に
は
民
俗
学
の
成
果
を
援
用
し

な
が
ら
、「『
源
氏
物
語
』
の
「
今
」
に
象
徴
さ
れ
る
直
線
的
な
時
間
と
、

季
節
に
象
徴
さ
れ
る
循
環
的
な
時
間
と
が
拮
抗
す
る
時
空
と
し
て
現
象
」

す
る
物
語
の
、「
位
相
の
異
な
る
時
間
を
可
視
化
す
る
手
か
が
り
と
し
て
、

和
琴
を
は
じ
め
と
す
る
音
楽
関
連
描
写
や
、
季
節
を
象
徴
す
る
〈
み
や

び
〉
の
営
み
の
数
々
が
あ
る
」
と
テ
ク
ス
ト
の
構
造
体
を
簡
明
に
説
明
し

て
い
る
。
國
學
院
の
學
統
に
培
わ
れ
た
複
合
的
な
知
見
の
成
果
と
言
え
よ

う
。

　

こ
れ
は
、
従
来
の
通
時
的
言
語
観
を
縦
軸
に
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
流
の
共
時

的
言
語
観
を
横
軸
と
し
つ
つ
、
物
語
に
森
野
流
の
化
学
反
応
を
加
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
可
視
化
さ
れ
た
物
語
の
位
相
が
本
書
の
論
攷
群
で
あ
る
と

も
言
え
る
。
そ
の
分
析
の
過
程
で
見
え
て
来
た
『
伊
勢
物
語
』『
源
氏
物

語
』
に
描
か
れ
た
時
間
、
音
楽
、
物
語
の
表
現
と
構
造
を
解
き
明
か
し
た
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の
が
、
本
書
な
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
本
書
の
「
目
次
」
で
あ
る
。

序 
源
氏
物
語
の
音
楽
と
時
間

第
Ⅰ
編 
時
間
の
表
現
と
構
造

　

第
一
章 
昔
（
む
か
し
）
と
い
う
時
間
／
古
（
い
に
し
へ
）
と
い

う
時
間
／
第
二
章 
『
伊
勢
物
語
』
二
条
后
章
段
に
お
け
る
時
間
の
構

造
／
第
三
章 

紫
の
君
と
雛
遊
び
・
絵
／
箏
の
琴
／
第
四
章 

時
間
に

遅
れ
る
光
源
氏
／
第
五
章 
薫
物
合
せ
に
お
け
る
季
節
と
時
間

第
Ⅱ
編 

音
楽
の
表
現
と
構
造

　

第
一
章 

頭
中
将
と
和
琴
／
光
源
氏
と
琴
の
琴
／
第
二
章 

明
石
入

道
と
琵
琶
法
師
／
第
三
章 

明
石
一
族
に
お
け
る
箏
の
琴
の
相
承
／

第
四
章 

玉
鬘
と
和
琴
／
第
五
章 

紫
の
上
と
和
琴
／
第
六
章 

柏
木
の

横
笛
に
ま
つ
わ
る
逸
話
の
諸
相
／
第
七
章 

宇
治
姉
妹
と
箏
の
琴

第
Ⅲ
編 

物
語
の
表
現
と
構
造

　

第
一
章 

明
石
の
君
と
歌
人
伊
勢
／
第
二
章 

化
粧
す
る
光
源
氏
／

目
馴
れ
る
紫
の
上
／
第
三
章 

組
織
化
さ
れ
る
夕
霧
の
浮
遊
性
／
第

四
章 

女
三
の
宮
の
花
の
履
歴
／
第
五
章 

六
条
院
の
シ
ス
テ
ム
分
化

／
第
六
章 

物
語
の
語
り

初
出
一
覧
・
あ
と
が
き
・
索
引

　

著
者
の
研
究
の
始
発
は
、
卒
業
論
文
「『
源
氏
物
語
』
音
楽
描
写
―
宇

治
十
帖
の
箏
の
琴
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
「
あ
と
が
き
」
か
ら
知
ら
れ
る

（
第
Ⅱ
編
第
七
章
所
収
）。
著
者
の
代
表
的
な
論
攷
は
拙
編
『
人
物
で
読
む

源
氏
物
語
』
に
も
再
録
さ
せ
て
頂
い
た
「
頭
中
将
と
和
琴
／
光
源
氏
と
琴

の
琴
」
や
、「
明
石
入
道
と
琵
琶
法
師
」
な
ど
、『
源
氏
物
語
』
音
楽
研
究

の
金
字
塔
と
も
言
え
る
必
読
の
論
攷
が
並
ぶ
。
個
人
的
に
は
「
化
粧
す
る

光
源
氏
／
目
馴
れ
る
紫
の
上
」
は
講
義
の
際
に
よ
く
触
れ
る
論
文
で
あ

る
。「
女
三
の
宮
の
花
の
履
歴
」
は
、『
論
叢
源
氏
物
語
４
』（
新
典
社
、

二
〇
〇
二
年
）
で
評
者
と
と
も
に
「
桐
壺
」
巻
の
、『
源
氏
物
語
』
中
、

最
も
著
名
な
本
文
異
同
で
あ
る
「
未
央
の
柳
」
を
起
点
と
し
て
女
人
達
の

〈
喩
〉
の
表
現
構
造
を
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
わ
た
く
し
は
こ
れ
を
『
源

氏
物
語
』
本
文
史
の
分
水
嶺
と
し
て
、
森
野
氏
は
花
の
喩
を
物
語
の
人
物

造
型
の
典
型
的
な
方
法
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
横
断
的
に
読
み
解
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
キ
ャ
リ
ア
に
お
け
る
エ
ポ
ッ
ク
的
論
攷
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。

　

い
ず
れ
の
論
攷
も
、
二
項
対
立
型
の
「
…
／
…
」
を
有
効
に
用
い
て
、

『
源
氏
物
語
』
の
音
楽
と
時
間
、
あ
る
い
は
物
語
表
象
を
解
明
し
た
力
作

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
方
法
論
先
行
型
の
研
究
論
文
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
、
理
論
提
示
が
テ
ク
ス
ト
分
析
の
比
重
を
上
回
る
よ
う
な
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
は
な
い
。
き
わ
め
て
洗
練
さ
れ
た
思
考
と
簡
潔
な
説
明
に
よ
り
、
強
引

な
論
理
転
回
の
な
い
、
穏
当
か
つ
冷
静
な
分
析
例
と
そ
の
状
況
把
握
と
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な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
本
書
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
不
満
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
現
在
の
物
語
研
究

の
限
界
で
も
あ
る
が
、
底
本
は
『
伊
勢
物
語
』『
源
氏
物
語
』、
と
も
に
藤

原
定
家
の
校
訂
本
文
の
再
建
を
目
指
し
た
現
代
の
校
訂
本
文
に
よ
っ
た
も

の
で
あ
り
、
本
文
異
同
の
参
照
に
関
し
て
手
続
き
上
の
問
題
は
な
い
と
し

て
も
、
い
わ
ば
「
定
家
本
本
文
の
ソ
シ
ュ
ー
ル
流
分
析
」
で
あ
る
と
規
定

す
る
こ
と
も
出
来
る
。
例
え
ば
、
定
家
が
後
人
の
編
纂
物
と
す
る
狩
使
本

（
小
式
部
内
侍
本
）
を
分
析
の
対
象
と
す
れ
ば
、
二
条
后
章
段
の
構
成
は

存
在
し
な
い
。
く
わ
え
て
、
立
論
の
前
提
と
な
る
歴
史
的
文
脈
を
生
成
さ

せ
る
指
標
た
る
「
後
人
注
記
」
の
存
在
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
こ
れ
は
成
立
過
程
論
に
も
照
応
せ
ず
、
定
家
本
に
の
み
通
用
す

る
論
理
で
あ
る
か
ら
、
第
Ⅰ
編
の
精
密
な
『
伊
勢
物
語
』
の
時
間
論
は
、

定
家
の
編
纂
意
図
の
分
析
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
し
、
先
に
触
れ
た
、

「
女
三
の
宮
の
花
の
履
歴
」
も
定
家
本
本
文
を
基
幹
と
し
た
分
析
で
あ
る

か
ら
、
同
様
に
、
定
家
の
添
削
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
本
文
表
象
の
分
析

結
果
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
は
、『
伊
勢
物
語
』
初
冠
章
段
の
「
女
は
ら
か
ら
」
理
解
は
、

従
来
の
「
同
腹
の
姉
妹
（
女
ふ
た
り
）」
説
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

「
昔
男
の
異
母
妹
（
女
ひ
と
り
）」
説
（
室
伏
信
助
「『
伊
勢
物
語
』
の
成

立
展
望
」『
王
朝
日
記
物
語
論
叢
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
四
年
、
初
出
、

同
氏
編
『
伊
勢
物
語
の
表
現
史
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
は
顧
慮
さ

れ
な
い
。
た
だ
し
、
室
伏
説
の
初
出
誌
に
は
森
野
氏
自
身
が
二
条
后
論
を

寄
せ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
書
所
収
に
関
し
て
、
一
言
付
言
す
る
義

務
が
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

関
連
し
て
、「
紫
の
君
と
雛
遊
び
・
絵
／
箏
の
琴
」
に
関
す
る
、
光
源

氏
・
紫
の
君
と
の
関
係
を
説
く
の
に
際
し
、「
妹
背
」
を
、「
兄
妹
」
の
意

に
介
す
る
の
は
、
一
般
論
の
援
用
で
は
あ
る
が
、
三
巻
本
（
定
家
本
）『
枕

草
子
』「
里
の
ま
か
で
た
る
に
」
の
段
を
参
照
す
る
と
、
こ
れ
は
成
り
立

た
な
い
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
左
衛
門
尉
・
橘
則
光
は
清
少
納

言
と
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
互
い
を
「
妹
背
」
と
呼
び
、
周

囲
の
人
々
は
清
少
納
言
を
則
光
の
「
い
も
う
と
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ふ
た
り
は
ほ
ぼ
同
年
齢
で
あ
る
と

推
定
さ
れ
、
史
実
年
時
の
長
徳
二
、
三
年
（
九
九
六
、
七
）
と
な
れ
ば
両

者
は
三
十
路
の
大
人
で
あ
っ
て
、
紫
の
君
の
よ
う
な
「
幼
さ
」「
未
成
熟
」

の
微
塵
も
な
い
。
用
例
の
検
討
は
不
断
に
行
う
べ
き
こ
と
が
痛
感
さ
れ
た

説
述
で
あ
っ
た
。

　

注
記
に
関
し
て
も
、
初
出
時
に
掲
出
し
た
論
攷
に
限
ら
れ
、
発
表
以
後

の
論
攷
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
惜
し
ま
れ
る
。「
物
語
の
語
り
」

に
は
藤
井
貞
和
・
人
称
論
へ
の
言
及
が
欲
し
か
っ
た
と
思
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
森
野
氏
の
学
問
の
基
底
が
堅
実
な
注
釈
に
立
脚
し
た
も
の
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で
あ
る
こ
と
は
、『
源
氏
物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識
・
三
四
、
若
菜
下

（
前
半
）』（
至
文
堂
、
二
〇
〇
四
年
五
月
）
の
（「
六
条
院
の
女
楽
」
の
章

の
注
釈
、「
琴
の
琴
の
伝
授
」「
女
楽
と
そ
の
意
義
（
一
）（
二
）（
三
）」）

を
筆
頭
と
し
て
、
当
該
シ
リ
ー
ズ
に
は
複
数
の
巻
に
卓
越
し
た
文
献
整
理

と
論
理
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
上
の
よ
う
な
瑕
瑾
は
、
今
後
の

課
題
と
し
て
頂
き
た
い
こ
と
と
言
う
要
望
に
留
ま
る
。

　

か
く
し
て
、『
源
氏
物
語
』
研
究
の
先
達
と
し
て
、
極
め
て
特
上
の
良

書
を
世
に
問
う
た
著
者
・
森
野
正
弘
氏
の
研
究
動
向
に
目
が
離
せ
な
い
こ

と
は
、
充
分
、
お
分
か
り
頂
け
た
か
と
思
量
す
る
。
紙
幅
の
関
係
か
ら
多

く
の
卓
説
の
一
部
の
紹
介
に
留
ま
っ
た
こ
と
、
ま
た
最
後
に
瑕
瑾
を
論
う

こ
と
に
な
っ
た
非
礼
を
お
詫
び
す
る
。

（
Ａ
５
判
、
四
九
四
頁
、
新
典
社
、
二
〇
一
四
年
九
月
刊
、
定
価
一
四
、

二
〇
〇
円
＋
税
）


